
疾患名

regimen 詳細

D1,8,15

D1,15

特記事項

サイラムザ

paclitaxel 80mg/m2

パクリタキセル

 Ramucirumab 8mg/Kg

regimen PTX+ｻｲﾗﾑｻﾞ療法 胃がん

の併用における有効性及び安全性は確立していない。

して1回8mg/kg（体重）をおよそ60分かけて点滴静注。患者の状態により

適宜減量。※本剤投与時にあらわれるinfusion reactionを軽減させるた

め、本剤の投与前に抗ヒスタミン剤（ジフェンヒドラミン等）の前投与

を考慮する。※調製には日局生理食塩液のみを使用する。※投与速度は2

5mg/分を超えない。※投与にあたっては、蛋白質透過型のフィルター（0

.2又は0.22ミクロン）を使用。※パクリタキセル以外の抗悪性腫瘍剤と

４週を1サイクルとする。2週間に1回、ラムシルマブ（遺伝子組換え）と


